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【目的】Therapeutic　Window　theoryの 蓋i然性 を検討

するた め 、 閉経期に お ける 自然観 察例 と GnRH

agonist による筋腫治療例 で筋腫縮小 率や縮小速

度お よび 閉経移行率に つ い て比 較検 討した。i方

法 1自然 閉経 移行 率 の 解 析対 象は 46 才以 上 56

才未満で 反 復受診歴 の ある未 閉経 筋腫 症 例 453

例とした 。 GnRH 　agonist 治療例は 46 才以 上とし 、

Buserelin治療 群（B 群）34 例 とLeuprere！in治 療群

（L 群）9 例の 併せ て 43 例を対象とした。B 群では

Buserclin 　900 μ g／day を 24 週 問 、L 群 で は

Leuprorelin　3．75mglmonthを 6 ヶ月間投 与した 。 筋

腫縮小 率 、退 縮速 度に つ い て は 、閉経 後 5 年 以

内の 筋腫症例 66 例 とGnRH 　 agonist 治療群 24例

を対象とした 。 経過 観察期間 お よび 治療 期間 の 前

後で 測 定した筋腫径 の 差をもとの 筋腫 径で 割 っ た

値を縮小 率とし、縮 小 率を経過 観察期 問の 日数で

割 っ た値を退縮速度とした 。 【成績】未 閉経筋腫例

453例 の 内、閉経 に移行した症例 は 50 例で 、 閉経

移行率は 11％であ っ た 。 観察期間の 平均 は 857 ±

407 日 で あ っ た。GnRH 　agonist 治療群の うち治療

が完結した B 群 26 例 お よび L 鮮 9例 の 中で 閉経

に移行した症 例は Bev 　12例、　L 群 4例 の 計 16例

で 閉経移行 率は 46％ とな っ た 。 観察期間の 平均は

投与終 了 後 522 ± 234 日であっ た。自然閉経群と

GnRH 　agomst 群 の 筋腫 縮小率と退縮速度はそれ
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／UdaY となり縮小率 、退縮速度とも GnRH 群で

有意に高値となっ た。【結 論］GnRH 　 agonist による

治療で は
一

部に 閉経 誘導が認 め られ ること、また

自然 閉経 後もなお 卵巣 に お い て steroido −genesis

が存続し、estrogen 分泌 の 用 量依存的 に筋腫の 退

縮 は低減されることが強く示唆された 。

［目的］体重減少性無月経 症 の 多 くは体 重 の 回復

と とも に 卵巣 機能 も再 開す るが，ど の よ うな経過

をた ど り視床下 部一下 垂体卵 巣機 能が 正常化 する

の か は 必 ず しも明 らか で は な い
。 体重滅少 に よ り

hypogonadotropic　 hypogonadism とな っ た症例 の 体

重回復過程 の 下垂体一卵巣機能の 推移 を観察 した と

こ ろ ，体重 回復直後 に PCO を思 わ せ る ゴ ナ ドトロ

ピ ン 分泌パ タ ー
ン が 観察 さ れ た 。 こ の 時の 内分泌

動態の 詳細 を報告す る 。 　［方法］30症例の 体重回

復 過程 で の 血 中LH ，　 FSH ，
　 E2 ，　GnRH 試験成績 な

らびに 同意を得 られ た症例で はLH の パ ル ス 分泌パ

タ
ー

ン の 推 移 をretrospeCtive な らびに prospeCt　iveに

観察 した 。 ［成績1   従来 よ り提唱 され る よ うに，

体 重 回復に よ り最初に 観察 され る変化 は GnRH 負

荷時 の FSH 反 応の 回復で あ り，次 い で 血 中FSH が

正 常化す る 頃に GnRH 負 荷に 対 しLH 反応の 出現が

観察 され た。
こ れ らの 変化は 全例で 観察 された 。

  体重 回復 直後 に LH の 基礎値が FSH を上回 り，か

つ GnRH に対 して LH が 過剰反応 を呈する時期があ

り ， 63％ （19β0例）で 捉 え られ た 。
こ の パ ター

ン を

呈 した 19例 中【6例 は1　一一3 ヵ 月後 に は 正 常の
』
ド垂体

卵 巣機能 に回復 した 。 残る 3 例は 3 ヵ 月 以上 こ の

内分泌動態が持続 して お り，
こ れ らの 症例で は血

中LH は IO 〜15．　mlUlml を持続 し，パ ル ス 様 分泌 は

観察され なか っ た 。　［結論 と考察］体重同復直後

に LH 分泌が 亢進 する時期 があ りPCO と の 鑑別 を要

す る
。 卵巣 に 多嚢胞 を認 め ず ，血 中 の E2 や

an （bOstenedioneが 低 下して い る こ と，体 重減少の 既

往が あ る こ とが鑑別の 要点 となる 。 視床下部か ら

の GnRH パ ル ス の 頻度が増 加 して い る こ と，LH の

血 中半減時間が 長 い こ とが ，高 LH が持続 しLH パ

ル ス が観察 され な い 理由の
一・

つ と推察 され る 。
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